
2010～2011年度 No.1

　第 　  3　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

× 河合地区ガバナー × 大石第１副地区ガバナー × 阿久津第２副地区ガバナー

○  L　高橋　芳久　委員長 ○  L　上野　滋朗　副委員長 ○  L 井上   一二三    副委員長

 L                副委員長 ○  L　酒井　三雄   委員 ○  L　岡　博文      委員

○  L　大澤　力　    委員 ○  L　五十嵐　隆   委員 ○  L　秋山　勉      委員

×  L　古川　浩成   委員 ×  L　森　鉄雄      委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

　Ｌ　赤尾　嘉晃　ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ副幹事
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作　成　者

審議経過事項の概要

委員長挨拶

特別救命技能取得推進に関して

キャビネット事務局会議室

　出席オブザーバー　　

緊急対策支援委員会

委員長

　この件については、いかように対応する事が、ベターでしょうか。

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　高橋　芳久　委員長

委員長挨拶　　　　

緊急対策支援活動について

　２０１０年　 ９　月　　９　日　　木曜日　　　　１６時　００分　～　１８時　００分

次　　　第

 L　高橋　芳久

次回開催日時
　　　　　　場所

　開口一番、ガバナーより緊急対策支援活動の具体的な仕組みは、どのように進めて

おりますかとの質問を受けた。

議　　　題

　Ｌ　井上　一二三

　２０１０年　　１０　月　　７　　日　　　木曜日　　　　１６時　００分　～　１７時　００分

従って、まずこの件について、検討したいと発言を頂いた。

担当副幹事　赤尾Ｌ

　パキスタン洪水への緊急支援について、具体的に対応策を検討する必要がある。



　第 　  3　　回

4

5

　

6

7

8

9

10

委員

　国内に発生する場合と異なり、外国の場合は、単一委員会が旗振り行動実施は

審議経過事項の概要

如何なものか。

委員

　国際的支援の扱いは、ガバナーが旗振り指揮の基、キャビネットとして行動した、

No.2

直接渡す方法も有ります。　

もらいましょう。

議　　　題

委員

委員長

この場合、キャビネット三役、委員会委員長、副委員長合意の基、即決実行の方法

を採用したい。

　届ける先の選択も必要であり、確実に届き、有効に活用されるか否か、その国状

により心配が付きまとう。

ありましたね。

過去、トルコ地震の際には、時のガバナー見上良也Lが、即座行動したことが

赤尾Ｌ

　諒解する。

その国の大使館、または国内のＮＧＯ、又はＬＣＩＦ等が、考えられるが、最も一般的に

委員

　各クラブに計り、自発的に浄財を募り、対応する事も、選択肢の一つでありましょう。

安全と思われているのは、日赤ではないか。又は、国内の場合、最寄のクラブへ

どのようなルートが適当であるか、その連絡の系統について、赤尾副幹事に調べて

委員長

　緊急事態に対する応対について、国内の場合、国外の場合、それぞれの対応方針

の方向付けについて、これからの検討事項としましょう。

それぞれ支援頂けるよう、ガバナーより発信して頂くこととしましょう。

　発生している、パキスタン洪水への支援については、各クラブの力量に応じて、
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15 委員長

　本委員会として、緊急救命技能取得認定者の、現状増強3倍に力点をおいて行動

移動して散会となる。

しましょう。

委員

　日本は豊かになり、ライオンズクラブの活動も、お金ではなく、汗と体力奉仕する

時代に入っている。

　以上にて、緊急支援対策委員会を閉会する。

　次会は、１０月７日（木）１６：００～１７：００と定め、前回同様、－３℃のビール懇親会に

この件に関しては、指導・若手育成委員会、社会障害者福祉委員会の協力を頂き、

リジョン単位で、実行するよう計りたい。

赤尾Ｌ

　快く承諾

議　　　題 審議経過事項の概要

委員長

　この委員会の検討事項としましょう。

150名～160名を3倍増強を計るべく、消防署の、全面協力を頂いているので、

その場にて、即決されるより、それまでに根回しをしたい。

赤尾Ｌに、それなりの文章の作成を、お願いしたいが如何。

各リジョンに働きかけ、リジョン毎に、近くに存在する、消防署の支援を頂き、

330-A地区全体で、500名が取得することを目標としたい。

この旨、キャビネット会議に計りたい。

赤尾Ｌ

　これから発生する、年末助け合い運動、国内の他に、国際助け合い運動もあります。

対応について、検討の必要がありますが、この場合、ＮＨＫが受け付け、支援団体名

を公表している。

　次に、特別救命技能取得推進に関して、上級救命技能認定取得者の現状、
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